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使⽤するに当たって、以下に配慮して下さい。
〇彫刻されるものとして以下の素材は、使⽤しないで下さい。

・ポリ塩化ビニル、塩ビ（PVC） 
・ポリビニルブチラール（PVB） など…

→⼈体に有毒なガスが発⽣するため。
↓ ↓ ↓詳しくはこちらから↓ ↓ ↓ 

https://www.troteclaser.com/ja/learn-support/faqs/unsuitable-
materials-laser-processing

〇「使⽤後の⼿順」は忘れずに⾏うこと。
→次に使⽤する⼈が困ります。

https://www.troteclaser.com/ja/learn-support/faqs/unsuitable-materials-laser-processing
https://www.troteclaser.com/ja/learn-support/faqs/unsuitable-materials-laser-processing
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下準備



下準備 すると、中の台が⼀番下まで下がります

電源を⼊れる



下準備 加⼯テーブルをどかす

電源を切る

取り出す



下準備
アタッチメントを⼊れる。

※3カ所のツメで固定。

※アタッチメントは
Fabの隣の準備室の段
ボールの中にあります。



下準備
ケーブルを繋ぐ。



下準備 すると、レーザーが⾃動で
アタッチメントの上に移動します。

電源を⼊れる



下準備
アタッチメントのバネを縮ませて固定する

コップの
底部

コップの
上部



下準備
レーザーに付いてる部品（エアー）を
⿊いホースからはずす

ホースから外す時は
⻘⾊の部分をつまむとはずしやすいです。

取り外し後

※2カ所

※取り外しにくい時は、レーザーの
位置は移動させましょう。

引っ張る



ボタンを押して印刷したいところの上にセットします。

下準備



⾦具をレーザーに掛けます

下準備

レーザー横にあります。



⾦具が落ちたところで位置を固定する。

下準備

ここに挿します スクショに変換

縦⽅向（コップまでの⾼さ）を調整します



彫刻データ作成・選択・設定



PPTに彫刻したい⽂字や図形を⼊れる。
（フォント、⽂字の⼤きさなどは⾃由です。）

彫刻するところは
⿊⾊

に設定しておく。

彫刻データの作成



できた図形をグループ化します

彫刻データの作成



図形をWindowsメタファイル（.WMF）で保存する。
USBに移して、レーザー横のPCに移動。

彫刻データの作成



USBを挿して、CorelDRAWを起動。

彫刻データの選択

ここに挿します スクショに変換



新規作成します。

彫刻データの選択

OKを押します。



作ったWMFファイルをインポートし、印刷を選択。

彫刻データの選択

①

②



環境設定をクリック。

彫刻データの設定
スクショに変換



詳細設定を⾏います。

彫刻データの設定

ノギスでコップの
直径も測っておきます。チェック必須

今回はGlassでLead Glass



厚みを素材の厚みに変更。その後OKをクリック。

彫刻データの設定

はじめは、
パワー：90
スピード：60
くらいに設定しておこう。

※割れるかもしれないからね！

⾚枠をクリック



選択範囲にチェックを⼊れて、適⽤→印刷の順にクリック。

彫刻データの設定

①

②③

JC(JobControl)をクリック



この画⾯が開きます。
開かなかったら、タスクバーを確認します。

彫刻データの設定



⾚枠の中から作ったデータをドラッグ&ドロップ

彫刻データの設定



⼗字が出てきたら成功です。 ※⼗字はレーザーの位置です。

彫刻データの設定

これです。

①⾚枠の接続ボタンを
クリック



⼗字に合わせるように、データを移動させます

彫刻データの設定

⼗字に合わせたら、⿊くなります
※データが⿊くならない場合、
右クリックしてジョブの再起動をします。

素材が彫刻物からはみ出さないように注意！！



⾚枠のスタートボタンで彫刻開始します

彫刻データの設定



彫刻データの設定
印刷が終わったら、コップを取り出して、

破⽚を拭き取る。

⽬が傷つくため、
そのままの⼿で

擦らないようにしてください

これで完成です



使⽤後の⼿順



使⽤後の⼿順

設定画⾯のロータリーアタッチメントの
チェックマークをはずしておきます。

→次に使⽤する⼈が困ってしまうので、
必ず⾏います。



使⽤後の⼿順

①アタッチメントをどかすために、レーザーの位置を邪魔にならない位置に動かす。
②台を下に下げる。

③電源を切る。
④ケーブルを抜き、アタッチメントをどかす。

⑤加⼯テーブルを⼊れる。

⑥取り外した部品と⿊いチューブをレーザーに取り付ける。
⑦電源を付ける。

⑧台とレーザーの位置を元通りにする。

⑨アタッチメントを段ボールにしまって、準備室に戻す。

※「下準備」に⽰した⼿順を逆順で⾏うので、⽂字だけで載せておきます。
チェックマーク以外は、以下の通りです。



使⽤後の⼿順

使⽤した際に出たゴミなど、
Fab内の清掃をお願いいたします。


